
【一社）京都府農業会議　「１市町村１事例づくり」様式】

１　農業委員会の体制と市町村行政との連携状況

２　地区の特徴、状況、課題

３　委員による継続した話し合いの取組内容 ４　成果（地域計画の実行に向けた取組内容）

※事例候補（地区連絡会議の単位が望ましい）の選定や作成にあたっては、農業会議の現地推進役と相談してください

「地域計画の策定に向け計24時間にわたる地域ヒアリングを実施」
京都府　舞鶴市農業委員会

（　写　真　）

○　農業委員　　　　　　　： 参加

○　農地利用最適化推進委員： 参加

〇「万願寺甘とう」や「舞鶴茶」、「佐波賀だいこん」など、全国に誇れる魅力ある農作物の生産に取

り組んでいるが、中山間地でまとまった農地がなく、農家の高齢化や担い手不足、

有害鳥獣による被害など地域農業を取り巻く課題は山積している。

◯中山間地である舞鶴市は、1地域1農地であるためそれぞれの地域事情を丁寧に

お伺いし、計画に反映する必要があります。

◯そのため、地域計画の当初計画の策定にあたり、農業委員と農地最適化推進委

員がすべての地域のヒアリングを行いました。

◯ヒアリングは、48地区×30分。全ヒアリング時間は24時間にも及びました。

◯それぞれの地域の現状や課題、展望、担い手の有無、地域農

業者のグループ化へ向けた可能性など、今後の委員会の活動に

もつながる意見交換が行えました。

◯ヒアリングにより、地域側も地域計画の重要性や、地域農業

の今後について更に深く考える機会となり、真剣な意見が交わ

されました。

○　事務局職員　　　　　　： 参加

○　関係団体（名称のみ）

○　市町村行政との連携状況：

京都府


